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大型構造物（鋼構造物、コンクリート構造物、回転物・軸受け） 
対象構造物 

岩盤斜面 

構造物の支持力低下や劣化･損傷について外乱振動･レーザ照射角度の影 
項 目 

響を除去計測し構造物振動の振幅や卓越振動数などの変化から検出する。 

Ｕドップラー センサ部（レーザドップラ振動計）、 

内

容 

使 用 機 器 
データ収録部（データロガー、解析用ＰＣ）  駆動バッテリ 

橋桁、橋脚、高架橋、電車線柱や防音壁などの付帯構造物 
使 用 実 績 

岩盤斜面 

〔機器の特徴〕 

●常時微動など微小な振動を高精度に測定できる補正技術 

風や地盤振動などによる非接触センサ自身の揺れは測定精度を低下させる。U ドップラーは自身

の揺れを計測する振動計を内蔵しており、自己振動の影響をリアルタイムで補正することができ

る。これにより，屋外環境でも常時微動レベルの振動を高い精度で計測することができる。 

 

●レーザ照射角度補正技術 

大型構造物の非接触振動測定作業では，センサの設置場所の制約から、構造物の振動方向とレー

ザの照射方向を一致させられず、正確な振幅値を得られない場合がある。U ドップラーは、水平面

に対する自身の傾きを計測する角度センサを内蔵しており、構造物の振動が一方向に卓越する場合

を対象として、計測データの振幅値の角度補正を自動的に行うことができる。 

 

●1m から 100m 超の長距離測定に対応 

長距離測定に対応した光学系設計を採用するともに、レーザ照射点確認用のスコープを搭載して

おり、100m 超の長距離測定に適用可能である。 

 

●現場ですぐにデータ解析が可能 

データ収録および解析用ソフトウェアを搭載しており、現場ですぐに FFT 解析を実施して構造物

の卓越振動数を推定できる。また、微積分演算によって構造物の加速度応答や、桁のたわみなどの

変位応答も実用上十分な精度で算出できる。 
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●収録部ソフト 
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データ収録ソフト
 
測定データをリアルタイムに波形表示  
（実時間・ＦＦＴ） 

データ解析ソフト
 
過去に測定したデータを表示し、演算・解
析・比較を行う 
 


